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Abstract:Spacedoesnotappearbeforeusasexistencetohaveextentofhomogeneity.Spaceistiedtoouractsandexperiences.
Spaceappearsbeforeusasexistencetohavevariousmeanings.WehumanbeingacquiresvariousmeaningswhileIdospace
experience・Inthispaper,weconsideredthemeaningsofspaceexperienceandtheinfluencethatspaceexperiencegavetoa
humangrowthprocess.
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Iはじめに
私たちは時間的空間的拡がりを持つ世界のなかに存在す
るとともに、さまざまな対象をそうした拡がりを持つ世界
の出来事として知覚し、体験している。
朝起きる行為に始まり、夜床に就くまでの時間的な流れ
のなかで、私たちはさまざまな行為を行っている。朝食を
摂り、家の玄関から駅に向かって歩く行為は、主体である
身体が、空間的な拡がりを自らの行為とともに体験するこ
とを可能にするばかりでなく、駅に着くために必要とされ
る時間的な拡がりを確認することも可能にする。空間的な
拡がりと時間的な拡がりは、私たちの行為を介して、密接
に結びついているのである。私たちは自らの行為を介して、
時間的空間的な拡がりを知覚することができる。私たちの
知覚には、対象に対する時間的空間的な拡がりへの理解が、
同時に含まれているのである。それは、「知覚するわれわ
れ自身が空間的時間的な生存様式に拘束されているからだ。
対象それ自身が空間的時間的に存立しており、それに対し
て、われわれの身体そのものも空間的時間的に反応しつづ
けている」’)からである。
人間の一生には、生まれてから老いるまでに一つのサイ
クルがある。こうしたサイクルをライフサイクルとして捉
え、私たち人間が、それぞれの年代に持つ課題について考
えるとき、時間的な流れのなかに横たわる私たちの身体が、
「成長」という言葉とともに、結果として引き受けること
になる固有の課題が、さまざまな形で存在することが指摘
されている。シェイクスピアは、『お気に召すまま』のジ
ェイクイズの台詞のなかで、「男一人の一生の、そのさま
ざまの役どころ、幕は、七つの時期になる」として、私た
ちが成長する過程で、その年代ごとに背負う課題を指摘し
ている。「世界はすべてお芝居だ」考えるシェイクスピア
は、その成長過程を、7つの段階からなる役割の束として
捉えている。シェイクスピアが指摘するその役割は、赤ん
坊、学校子供、恋人、兵隊、裁判官、間抜け爺、そして第
2の嬰児である2)。
人間のライフサイクルを、7つの段階に分け、その段階
固有の課題を一つの役割として表現することは、私たち人
間が持つ時間的な拡がりの世界を、年代毎に背負う役割と
して分節し、意味づけることが可能であることを示してい
る。そして、私たちはこうした役割を演じるなかで、人間
としての自己を形成しているのである。私たちの自己形成
と関係する時間体験は、それぞれの年代が持つ固有の役割
体験の束として、存在する。ところがこうした役割は、私
たちの時間体験とのみ、結びつく訳ではない。空間的な拡
がりを持つ世界のさまざまな体験と結びついた役割も存在
するのである。
本稿では、私たち人間が自己を形成するなかで、空間体
験の持つ意味について考察する。
Ⅱ空間の形成
1．分節される空間
私たちが知覚するものは、客観的対象として存在するだ
けでなく、意味の対象としても存在している。この二つは
不可分の関係にある。＜事物というもの＞とく意味という
もの＞は、別に存在して結び付けられるのではない。事物
は意味付けられた対象として、私たちの前に現れるのであ
る3)。
私たちの前には広大な空間が、その拡がりを見せている。
その空間のなかで、私たち人間以外の動物を含め、それぞ
れが自らの生活空間を形成している。そしてその生活空間
のなかの関係の構造が、空間のなかに存在する事物を、私
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